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地理歴史科の遠隔授業における授業設計と学習評価の実践 

－ 形成的評価と総括的評価の充実と実務的な課題の検証 － 

             総合支援部高等学校支援課 長期研修員 青嶋 一浩 

 

１ 主題設定の理由 

少子化や過疎化の進行により近年、中山間地を中心に１学年３学級以下の小規模高校が

増加している。今後これらの学校では、特定の科目を専門とする教員の配置が困難となる

ことが想定され、生徒の多様かつ高度な学習機会の充実をさせることが喫緊の課題となっ

ている。この課題を解決する手段として、遠隔授業の導入が期待されている。平成27年４

月に学校教育法施行規則が一部改正され、全日制・定時制課程の高等学校において、遠隔

通信システムを活用した同時双方向型で行う授業の実施が可能となった。静岡県では、遠

隔授業による単位認定について、令和４年度から本格実施を予定している。総合教育セン

ターでは、平成29年度から遠隔授業に関する研究を継続し、昨年度の研究では、「主体的・

対話的で深い学び」の実現に向けた授業と遠隔授業の親和性の実証が試みられた[1]。 

そこで本研究では、これまでの研究成果を踏まえ、地理歴史科の「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業実践において、形成的評価と総括的評価の充実を目指した授

業設計、学習評価の方法などについて検証する。具体的には、昨年度の長期研修員による

研究等を継承しながら、配信側教師(以下、「Ｔ１」という。)が生徒の学習活動の過程や成

果を評価できる授業を実践し、その実践案や改善案の提案を目指す。また、ワークシート

等の評価資料をもとに１学期間の総括的評価を行い、単位認定に向けた課題について検証

する。 

本研究では、「遠隔教育の推進に向けた施策方針」1の中で示された３つの類型のうち、

「教科・科目充実型」の遠隔授業のみ取り扱う。「教科・科目充実型」では「当該学校の教

師(当該教科の免許状の有無は問わない)の立会いの下、当該教科の免許状を保有する教師

が遠隔の場所から授業を行う」とされている。昨年度までの研究では、受信側の教師(以下、

「Ｔ２」という。)は当該教科の免許状を保有する教師が立会いをしていた。そこで本研究

では受信側の教室に当該教科の免許状を保有していないＴ２(以下、「教科外Ｔ２」という。)

を配置した場合の課題についても、併せて検証する。 

 

２ 研究の目的 

（1) 遠隔授業における、新学習指導要領を踏まえた地理歴史科の「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業実践をし、Ｔ１による形成的評価と総括的評価の充実に

ついて、その方法の提案に向けた実証を行う。 

（2) 教科外Ｔ２を配置した授業における授業準備やその改善、教科外Ｔ２が行う業務内

容の精選を行い、効果的かつ効率的に教科外Ｔ２が授業に関わるための課題を検証す

る。 
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３ 研究の方法 

（1)  先行研究の分析 

遠隔授業に関する先行研究（昨年度の長期研修員の研究報告を含む）の論文等を収

集し、遠隔授業における単位認定の取組と課題について分析する。 

（2)  川根高等学校への遠隔授業の配信と学習評価の実践 

地理歴史科の見方・考え方を働かせる学習活動を実現する授業設計、授業実践、形

成的評価と総括的評価を中心とした学習評価を行う。具体的には１学期期末試験後か

ら２学期期末試験まで、１授業集団の世界史Ａの授業を担当し、配信者が２学期の評

価に関与する。授業中の生徒の学習活動に対する形成的評価、提出課題に対する評価、

定期考査の問題作成、採点等を行うことで、総括的評価に結び付ける。 

形成的評価には、ワークシートや１枚ポートフォリオなどを活用する。この際、情

報通信技術を活用し、生徒が記入したワークシートや１枚ポートフォリオをＴ１とＴ

２の間で効率的に送受信する手順と、評価の示し方を考察する。 

（3)  教科外Ｔ２を配置した授業の実践 

２学期中間試験までは該当教科の免許を保有したＴ２を１人配置し、２学期中間試

験後は、各授業で教科外Ｔ２を１人配置する。該当教科の免許を保有したＴ２配置時

と比較し、教科外Ｔ２配置時における授業デザインの共有方法や、授業時における教

科外Ｔ２の役割について課題を検証する。 

（4)  総括的評価 

(2)や(3)の研究を踏まえて、総括的評価を行う際の評価資料の情報共有方法を検証

する。 

 

４ 研究の内容 

（1)  先行研究の分析 

ア  「主体的・対話的で深い学び」の授業実践における授業設計と学習評価 

昨年度長期研修員の加藤、増田両教諭の研究では、「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業設計による遠隔授業の授業実践が行われた。また、形成的評価

を中心とする学習評価についての研究が進められた[1]。対面授業のように生徒の傍

で見取りを行うことができない遠隔授業では記述資料による評価が中心となる。昨

年度の研究では、学習評価のための成果物は主に記述資料であった。そこで、本年

度の研究では記述資料の一層の充実を図りながら、記述資料以外の評価についても

検証を試みる。 

イ  他県における遠隔授業研究の状況 

他県の研究からは、遠隔授業におけるＴ２の役割について知見を得ることができ

た。徳島県の取組[2]では、Ｔ２が生徒の様子を観察し、学習評価シートに記録して

授業者に伝えるシステムが検証されており、教科外Ｔ２の業務内容を検証するうえ

で参考になった。 
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（2)  川根高等学校への遠隔授業の配信と学習評価の実践 

ア 授業実践の計画 

表１ 遠隔授業の実施状況 

配信側 総合教育センター 教諭１人(専門：地理) 

受信側 川根高等学校  

７月下旬から10月中旬まで 教諭１人(専門：世界史) 

10月中旬から12月上旬まで 教科外教諭１人(担当者４人、専門：数学１人、保

健体育３人) 

科目名 世界史Ａ 

生徒数 13HR 15人 

実施回数 遠隔授業23回、対面授業１回、定期試験２回 

７月中旬から12月上旬 

授業環境 配信側配置 

 

受信側配置 

 

使用機器 配信側機器 

・ビデオ会議システム 

・大型モニター ２台 

・スピーカー １台 

・ヘッドセットマイク １台 

・電子黒板 １台 

・タブレット ３台 

 

受信側機器 

・ビデオ会議システム 

・大型モニター ３台 

・スピーカー １台 

・集音マイク ４台 

・生徒用タブレット 15台 

・教師用タブレット １台 

・Apple TV １台 

表１に示したとおり、１学期期末試験後から２学期期末試験までの授業をＴ１と

して担当し、形成的評価を踏まえて、Ｔ２とともに２学期の総括的評価を行った。

１回目のみを対面授業で行い、その他の授業は原則、遠隔授業で行った。配信側の

配置では、授業者の背面に電子黒板を設置し、これをタブレットと接続した。電子

黒板は、生徒が授業支援アプリに記述した文章の提示や、対話活動や記述活動中の

タイマーを提示するなど、柔軟に活用した。一方、受信側の配置では生徒３人ずつ

のグループを島状に５つ配置し、このうち２つに集音マイクを設置した。集音マイ
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クは４台あるので、４グループに設置できるが、複数の声をＴ１が聞き分けること

は難しいため、２か所に２台ずつ設置した。しかしこれでは、集音マイクを設置し

ていないグループの対話活動をＴ１は確認できないため、対話活動後に生徒が記述

した内容を速やかに確認することなど、生徒に対するＴ２の観察や助言が重要にな

った。11月以降、受信側のテレビモニターが２台から３台に増設された。新設され

た１台はＴ２のタブレットと接続し、Ｔ２は生徒が授業支援アプリに記述した文章

を提示するなど、柔軟に活用した。 

イ  授業設計 

（ｱ)  ワークシートや１枚ポートフォリオを活用した形成的評価と総括的評価 

昨年度長期研修員の加藤、増田両教諭の研究において、Ｔ１が生徒の学習状況

を把握しにくい遠隔授業ではワークシートや１枚ポートフォリオの活用が有効で

あることが検証された。そこで本研究では、ワークシートや１枚ポートフォリオ

を活用した形成的評価と総括的評価の方法を検証した。 

図１はワークシートの構成例である。Ａの欄に授業開始時の学習課題に対する

考えを記述し、授業終了時はＥの欄に学習課題に対する学習活動後の考え（解答）

を記述する。ＡとＥの記述内容とその変容から、形成的評価を行った。Ｂ、Ｃ、

Ｄの欄には対話活動での考察内容などを記述した。Ｔ１は生徒全員の対話活動を

聞き取ることはできないが、生徒がこの欄に記述することで、どのような対話活

動が行われていたか把握することができる。なお、このことについては後述する

授業支援アプリを活用することで、リアルタイムに確認することができ、効果的

に生徒の観察や助言を行うことができた。 

 

        図１ ワークシートの構成例 

図２は１枚ポートフォリオの構成例である。１枚ポートフォリオでは、各単元

の最初の授業開始時にＦの欄へ単元全体の問いに対する考えを記述した。各単元
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の最後の授業ではＨの欄に単元全体の問いに対する学習活動後の考え（解答）を

記述し、ＦとＨの記述内容とその変容から、単元における形成的評価を行った。

また、Ｇの欄では、授業終了時に授業の理解度を生徒が自己評価し、授業の内容

や感想、疑問などを記述した。 

 

図２ １枚ポートフォリオの構成例 

（ｲ） 学びのデザインシートを活用した授業設計 

遠隔授業において、

形成的評価と総括的

評価を行うためにワ

ークシートや１枚ポ

ートフォリオを活用

することは有効であ

るが、これらをより

効果的に活用するた

めには綿密な単元計

画や授業設計が必要

である。そこで本研

究では総合教育セン

ターが『「主体的・対

話的で深い学び」実

現のためのサポート

ブック』[3]で示した

学びのデザインシー

トを活用した。図３

は学びのデザインシ

ートの構成である。例えば、Ｉの「解決したい課題や問い」に「イギリスの植民

地であったアメリカはなぜ独立を考え、実現できたか」という問いを設定した。

 

図３ 学びのデザインシートの構成 
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この問いに対して、Ｊの「考えるための材料」では、「アメリカ植民地はなぜイ

ギリスからの独立を考えたか」、「アメリカ植民地が考えた国の形とは」、「植民地

だったアメリカは、どうやって強力なイギリスから独立したか」の３つの小さな

問いを設け、文章や地図、図表などの資料を用意し、それぞれの資料を生徒がど

のように活用するか想定した。Ｋの「対話と思考」では、授業中の学習活動の内

容やその時間設定などを記入した。Ｌの「学習の成果」では、Ｉに対する生徒の

あらわれ（解答）を想定し、生徒の立場で具体的に記入した。学びのデザインシ

ートを活用した授業設計を行うことで、授業中の各活動に明確な意図を持って指

導することができる。そのため、活動中の生徒の反応や表情を詳細に見取ること

ができなくても、ワークシートや１枚ポートフォリオの記述内容から形成的評価

や総括的評価のための資料を得ることができた。また、授業者が想定した生徒の

あらわれが得られないなどの際、授業改善の材料としても有効であった。 

ウ 授業改善と課題 

図４は初回の授業で行った事前アンケートをまとめたものである。それまでの世

界史Ａの授業で対話活動を行うことに意欲的な生徒や、授業内で得た知識を利用し

て自分の考えを形成できる生徒が７割以上いたが、授業で学んだことを自分の言葉

で表現できる生徒は３割程度と低かった。 

 

図４ 事前アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで表２のようにワークシートのＥの評価について、そのおおまかなめやすを

生徒に示した。80字以上の記述をルールとし、他者に伝わる文章を書くことを意識

表２ 生徒と共有したワークシートのＥの評価のめやす 

記述の目安 ・80～300字  ・資料の内容を使い、読む人に伝わるように書く。 

評価と内容 評価 内容 

Ａ Ｂを満たす。語句の利用や説明が適切でわかりやすい。 

Ｂ 
資料の語句や内容を使い、問いに対して論理的な記述を心掛けている。

(おおむね理解している) 

Ｃ Ｂ未満。 
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させた。 

表３は知識構成型ジグソー法による授業における、授業開始時と授業終了時の学

習課題に対する記述の変容である。授業開始時では断片的な知識の記述のみだが、

授業終了時の記述ではイギリスとアメリカの立場を踏まえて、アメリカが独立に至

る経緯の論理的な説明を試みていることがわかる。 

表３ 学習課題に対する生徒の記述例 

【学習課題】イギリスの植民地であったアメリカはなぜ独立を考え、実現できたか 

授業開始時 ・イギリス本国の身勝手な政策に反対したから 

・勝手に課税を行う ・茶の貿易を独占 

授業終了時 ・アメリカの意見を聞き入れず、勝手な政策ばかり押し付けるイギリス本国の

不平等な政治に反対し、独立を考える。イギリスの覇権に敵対するヨーロッパ

諸国と軍事同盟を結び、イギリスに対抗する力を身に付けたことで、ヨークタ

ウンの戦いでイギリスに勝利を収め独立する。独立後は自由、平等、幸福を追

求し、共和政や三権分立を実施し平等な国を作っていった。 

表４は、図２に示した１枚ポートフォリオのＧの評価内容の例である。ここでも、

生徒が学んだことを自分の言葉で表現することを意識させた。なお１枚ポートフォ

リオのＨの評価は「表２ 生徒と共有したワークシートのＥの評価のめやす」と同

様である。 

表４ 生徒と共有した１枚ポートフォリオのＧの評価のめやす 

記述の目安 ・内容は箇条書きなら３つ以上、文章なら２行（60字）以上書く。 

・感想、疑問は以下のように評価する。 

評価と内容 評価 内容 

Ａ Ｂを満たす。授業内容から発展した感想や疑問。 

Ｂ 授業内容を理解した感想、疑問が書かれている。 

Ｃ Ｂ未満。 

   

授業支援アプリ導入前 授業支援アプリ導入後 

  

図６ Ｔ１・Ｔ２間における評価資料の共有方法 
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エ 授業支援アプリを活用した授業改善と課題 

（ｱ)  授業支援アプリの導入 

遠隔授業にてワークシートや１枚ポートフォリオを利用して評価を行う際、支

障となるのはＴ１とＴ２の間で評価資料を共有する方法である。図６のように授

業支援アプリ導入前は紙媒体の資料をＴ２が授業前に配布し、授業後には回収や

再配布する負担が生じた。そこで、送受信双方にとって負担が少なく、必要な情

報を共有できる方法を探ることが課題と考えた。この課題を解消する手段として

授業支援アプリを活用した。 

（ｲ)  授業支援アプリを活用した授業改善 

今年度は、授業支援アプリMetaMoJi ClassRoom2（以下、「授業支援アプリ」と

いう。）を導入した。図７のように、授業支援アプリでは、Ｔ１が作成したワーク

シートや１枚ポートフォリオなどの資料をアプリ内に取り込むと、生徒がタブレ

ットを利用してアプリ内の資料に記述することができる。生徒が記述した内容は

Ｔ１、Ｔ２ともリアルタイムで確認できる。そのため、Ｔ１は記述内容を確認し

て、助言や記述時間の調整ができた。授業支援アプリの導入前は、生徒が記述し

た内容をＴ２がタブレットで撮影し、ミラーリングしてモニター画面に映し、Ｔ

１が確認していた。授業支援アプリの導入により、Ｔ２にこのような作業はなく

なり、授業中の生徒の様子を観察したり助言したりする時間を増やすことができ

た。また授業後は、生徒が授業支援アプリ内に記述した内容をＴ１が確認し評価

することができるため、Ｔ２の作業はなくなった。図６のように、授業支援アプ

リの導入は、遠隔授業における授業改善やＴ２の負担軽減に効果があった。 

（ｳ)  授業支援アプリの導入による課題と対策 

表５は授業支援アプリに関す

る生徒の感想である。授業支援

アプリ導入当初、生徒は授業支

援アプリへの記述が紙に比べて

時間がかかることを述べていた。

また、紙媒体の資料を配布しな

かったことで、授業中にいくつ

かの資料を見比べたり、Ｔ１や

他の生徒の発言を書き留めたり

することが困難であることや、

授業時間以外に授業内容を見直

しにくいことが課題となった。 

これらの課題を解消するため、授業支援アプリに取り込んだ資料をＴ２が印刷

して生徒へ配布することに加え、授業設計の改善を行った。 

 

 

図７ 授業支援アプリの実際の画面 
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表５ 授業支援アプリに関する生徒の感想（抜粋） 

・筆記にもタブレットを使うので、やり慣れていない自分には記録に時間がかかった。 

・紙に書くときに比べて文字の入力に少し時間がかかるような気がした。 

・ノートに書いた時の方が見やすいし、見る時間に制限がないからいいと思った。 

・ジグソー活動の時に班のメンバーに伝え、それをメンバーが書き、理解するという作業

が紙でやるときより、遅いので十分な話し合い活動ができない。 

前者は、資料を配布し閲覧やメモを書き留めることに活用した。ワークシート

や１枚ポートフォリオの記述項目については配布資料には記述せず、授業支援ア

プリへ入力することにした。後者については、図８のように改善した。改善前は

１時間の中で導入、展開、まとめを行い、まとめで記述する時間は10分程度であ

った。そのため、学習課題や１枚ポートフォリオを記述しきれない生徒が多くみ

られた。そこで、改善後は２時間分の授業内容で１つの授業とし、まとめの記述

時間を20分とした。実際に、初期の授業では学習課題に対する考えを80字以上で

記述することに抵抗を感じる生徒がいたが、記述時間を確保したことで次第に記

述量は増加した。同様に、１枚ポートフォリオについても記述量は増加し、発展

的な疑問や感想が多く記述されるようになった。生徒からは「以前より自分の意

見を書く時間が増えたので少しずつ意見が書きやすくなってきた」と感想があっ

た。また、連続して70分間を展開とし、対話活動の時間を充実させることができ

た。これにより、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業実践に向かいや

すくなった。 

 

図８ 授業設計の改善 

（3) 教科外Ｔ２を配置した授業の実践 

ア 授業デザインの共有 

教科外Ｔ２を配置した際の課題としてＴ１とＴ２双方の業務量の増加が考えられ

た。そのため必要な業務を精選し、Ｔ１とＴ２の双方にとって効果的な取組を検証

する必要がある。そこで本研究では４人の教師に３回ずつ教科外Ｔ２を依頼し、表

６のように授業デザインの共有方法を２人ずつ変更して検証した。図９の授業マニ

ュアルには準備、片付けや授業中の業務を記載した。図10の授業の流れシートには

授業の内容や授業時にＴ２が行う業務について記載した。また、教科外Ｔ２は教科
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内容に関わる指導を一切行わないこととした。 

表６ 授業デザインの共有方法 

 教師Ａ、Ｂ 教師Ｃ、Ｄ 

第１回 ２ ３ １ ２ ３ 

授業マニュアル 〇 × × 〇 × × 

授業の流れシート配布 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

授業前打合わせ 〇 〇 〇 〇 × × 

イ 聞き取りによる授業改善と課題 

表７は各授業後に教科外Ｔ２から聞き取った内容である。授業前打合わせや授業

の流れシートについては、必要に応じて行う程度で良いという感想が多かった。こ

れは、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業設計であり記述や対話活動

の時間が多いことや、活動の指示をスライドで示したため教科外Ｔ２が生徒へ指示

をする機会が少なかったことが要因と考えられる。教科外Ｔ２は、教科内容に関与

しないため、記述や対話活動を行う生徒の様子を見取ることや、教室の様子をＴ１

に伝えることに専念できた。 

一方、新たな課題として遠隔機器や授業支援アプリへの対応や、生徒への声掛け

の仕方が挙がった。これらは図11に示した授業中の対応例を新たに作成し、声掛け

の仕方や遠隔機器の操作の仕方を説明したものを教科外Ｔ２に配布して対応した。 

 

教科外の先生の業務内容について 
総合教育センター 青嶋一浩 

１ 授業前の準備 

（１）Ｔ１(青嶋)と授業内容の打ち合わせ 

① 授業の前日にテレビ会議システムで打ち合わせを行います。都合の良い時間をお伝えください。 

② 「授業の流れ」をメタモジ内にアップロードしますので、打ち合わせ前に１度ご確認ください。メタモジは右の「13

担任」のＩＤでログインしてください。 

※手順 「13担任」でログイン→クラスボックス→地歴→授業日のフォルダ→授業の流れ 

（２）授業開始前の準備…タブレット、タッチペン、Wi-Fiルーターの準備 

 ① 授業開始前に教科担当の生徒が御用聞きに来ます(担任から先生の所へ行くよう指示が出ます)。タブレット20台、タ

ッチペン20本(１箱)を持っていくよう指示してください。 

 ② タッチペンは副校長席後ろのロッカー内にあります。 

 ③ Wi-Fi ルーターは副校長席横のキーボックスの上にあります。Ｔ２の先生が持参して数学

教室に設置してください。 

（３）遠隔機器の操作 

 ① 本体の電源スイッチを緑が点灯するまで長押ししてください。 

 ② スピーカーの電源を入れてください。 

 ③ モニターの電源(テレビ画面の右下の裏)を入れて、しばらく待ってください。 

 ④ サブモニターの電源(テレビ画面の下)を入れてください。 

 ⑤ 通信の接続は総合教育センターから行います。 

（４）机と椅子の配置 

 ① 遠隔機器に向かい３人組×５になるよう配置します。右の図をご確認ください。 

２ 授業中の業務 

（１）タブレットとタッチペンの配布 

① 配布後、メタモジにログインするよう生徒に促してください。 

② メタモジの接続が悪いタブレットは、予備のタブレットと交換してください。 

（２）学習中の対応 

 ① 生徒の様子を見ながら監督をお願いします。教材内容に関する助言を生徒に行うことはありません。もし生徒が尋ね

てきた際は「遠隔の先生に聞いてごらん」と伝えてください。 

 ② 話し合いや記述を行う時間には、生徒が適切に活動しているか確認し、進捗が思わしくない生徒には声をかけてくだ

さい。 

 ③ 授業中に生徒が発表を行う際、その生徒の近くにマイクを運んでください。 

 ④ その他については「授業の流れ」に記載しますのでご確認ください。ほとんどの場合、総合教育センターから川根高校

の先生に声をかけて指示させていただきます。 

３ 授業後の片付け・引き継ぎ 

① 生徒にメタモジをログオフするよう促し、タブレットとタッチペンを返却させてください。 

② 机と椅子を元の配置に戻してください。 

③ スピーカー・モニターの電源を切ってください。 

④ タブレット、タッチペン、Wi-Fiルーターを職員室の所定の場所に戻してください。 

⑤ 次回、授業に入る先生に授業の様子などを伝えて引き継ぎをしてください。 

 

テレビ

 

11 月 28 日 授業の流れシート 

内容 内容 

１ スピーカーを配置（T２） 

２ 指定の座席に着席 

３ iPad を渡し、メタモジにログイン 

４ 13 のクラスボックスから「11 月 27 日」のファイルを

開き「WS」にログイン 

 

授業開始 

①個人で資料を読み込み、ワークシートの②～⑦をまとめる

(20 分)  

・ワークシート１枚目の②～⑦に書き込みます(②は自分た

ちが調べる国名を入れます) 

・この時間の目的は、資料の内容をまとめ、他班の人に自分

の資料を説明できるようにすることです。 

・資料を読む７分、③と④に７分、⑤と⑥と⑦に６分が目安

です。この 20 分の後に、話し合いの７分もあるので、まずは

自分で進めさせてください。資料から箇条書きで抜き出ス程

度でも構いません。書き込みの時間に生徒間で話し合っても

構いませんが、話に夢中になり、書き込みが進んでいない場

合は声をかけてください。 

 

②班内で話し合い(７分)  

・この時間の目的は、班で意見を共有し、他班の人に自分が

し国について説明できるよう、内容を整えることです。 

・生徒の様子を見て、「内容はまとまった？説明できそう？」

などと声をかけてください。 

③他の班の人と意見共有 (10 分) 

・この時間の目的は、ほかの国を調べた生徒の意見を

聞き、自分が調べた国が他国からどのように見られ

ているかを知ることです。 

・席の移動があります。すぐに移動できると思います

が、もしわかっていない生徒がいたら声をかけてく

ださい。 

・発表が早く終わり時間を持て余している班には⑦

をまとめるよう伝えてください。 

 

④ワークシートの⑦を再度まとめる(６分)  

・この時間の目的は、自分が調べた国が第一次世界大

戦でどのような影響を与えたか、再度⑦にまとめる

ことです。 

・書き込みが終わった生徒にはポートフォリオの授

業の感想を書くように伝えてください。 

 

⑤授業の感想(７分) 

・ポートフォリオ左下の②に記述します。 

  

図９ 授業マニュアル 図10 授業の流れシート 
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ここまでを踏まえると、初

回の授業で授業マニュアルや

授業中の対応例を教科外Ｔ２

に示すことや、必要に応じて

授業の流れシートの準備や打

合わせをすることにより、教

科外Ｔ２を配置した遠隔授業

は可能であると言える。また、

「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業設計を実

践することにより、教科外Ｔ

２を配置した遠隔授業を円滑

に行うことができる。 

ウ  教科外Ｔ２による学習評価のサポート 

遠隔授業の学習評価は、配信側の教員（Ｔ１）が行うが、必要に応じて受信側で

授業をサポートする教員（Ｔ２）の意見を参考とすることができる3。対話活動や発

表の様子を評価する際、Ｔ１は全体の活動を見取ることは困難であるが、教科外Ｔ

２は教室内で生徒と接しており、Ｔ１の弱点を補うことができる。一方で教科外Ｔ 

２が、教科内容を詳細に理解し評価することは困難さがある。そこで図12のように、

評価内容を示した授業評価シートをＴ１が作成し、Ｔ１と教科外Ｔ２の双方で生徒 

表７ 教科外Ｔ２の感想 

項目 感想 

打合わせ 

 

・打合わせでは、授業計画に時間の余裕があるか知りたい。記述や対話活動で、

計画した時間では足りない際、時間に余裕があればＴ２からＴ１に伝えること

ができる。 

・２回目以降、打合わせをしなくても大丈夫。 

授業の 

流れシート 

・授業スライドを見れば授業の流れがわかるので、授業の流れシートがなくても

良い。 

・授業の流れシートがあると、生徒が何を行うのかわかるため助かる。 

授業内容 

 

・専門教科ではないので、生徒にどんなことを声掛けして良いかわからない。 

・前の授業で何をやったか、Ｔ２が把握できると良い。 

その他 

 

・授業の初めにスピーカーが聞こえなかった。音声のトラブルに困った。遠隔機

器のことがわからないので、それは不安だ。 

・チャット機能のようなもので授業中にＴ１とＴ２で連絡を取れると良い。困っ

ている生徒や不注意な生徒をＴ１が見つけたら、Ｔ２から声をかけてもらえる。 

・授業支援アプリについて質問されて戸惑った。 

  

  

  

図11 授業中の対応例 
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の様子を見取り、学習評価を行う検

証をした。 

授業後に双方が記入した授業評価

シートを、評価資料として活用し、

Ｔ１が評価を出した。教科外Ｔ２に

よる授業評価シートには、Ｔ１から

は確認しにくい生徒の様子が記入さ

れており効果的であった。また、表

８のように教科外Ｔ２から聞き取り

をすると、生徒の様子を評価内

容に沿って見取ることは可能で

あるといえる。一方で、教科外

Ｔ２による評価への関わり方を

改善するためには、継続して同

じＴ２が入るなど、教科外Ｔ２

の配置を工夫することが今後の

課題である。 

（4) 総括的評価 

ア 方法 

本研究では、ワークシートや１枚ポートフォリオの記述内容から形成的評価を行

った。また教科外Ｔ２を配置した授業の実践では、Ｔ１と教科外Ｔ２の双方による

見取りから発表や対話活動の学習評価を行った。これらの評価資料は授業支援アプ

リを活用してＴ１、Ｔ２、生徒の三者で円滑な情報共有が可能となった。学期間の

総括的評価は、これらの評価資料に加え２度の定期考査の結果を反映し観点別に評

価を出した 

イ 定期考査の情報共有 

他の評価資料に比べ、定期考査は情報共有方法に課題がある。それは、通信環境

の不具合により授業支援アプリを活用した定期考査が実施できない可能性があるこ

とである。そのため、定期考査は紙媒体で行った。この場合、図13のようにＴ２や

考査監督者を介して情報を共有

するため、対面授業と比べ業務

量が増える。今後は通信環境の

改善などにより、図13の改善案

のように情報共有できることが

望ましい。 

 

表８ 教科外Ｔ２による感想（抜粋） 

・「今日はこの生徒のこの活動が良かった」など、

評価資料になるものをＴ１に伝えることはでき

る。 

・教科内容には踏み込めないため、評価内容に沿っ

て生徒のあらわれを評価した。 

・評価内容に『今まで学習した内容を踏まえて』と

あるが、教科外Ｔ２の継続的な授業への関与や、

教科内容の理解があれば、生徒が学習した内容を

踏まえた評価がしやすくなると思う。 

 

図12 授業評価シート 

 

図13 定期考査の情報共有方法 
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５ 研究のまとめ 

（1) 研究の成果 

ワークシートや１枚ポートフォリオなどを活用することで、遠隔授業において形成

的評価や総括的評価を中心とした学習評価を行うことができ、単位認定に向けた課題

を検証した。また、授業支援アプリを用いることで学習評価のための材料を効率的に

収集でき、Ｔ１とＴ２の双方の業務が改善され、より実用的な遠隔授業を実践できた。 

教科外Ｔ２を配置した授業では、授業デザインの共有方法を精選し教科外Ｔ２の役

割を明確にすることで実践できた。また、教科外Ｔ２の学習評価への関わりについて

も検証した。 

（2) 今後の課題 

通信環境を活用した情報共有方法は今後も検証が必要である。今回の研究では、授

業支援アプリの使用により、生徒が紙媒体と比較して記述に時間を費やしたことや、

授業後に見直しにくいことなどが課題となった。また定期考査については出題も解答

もパソコンやタブレットで実施できる環境が整備されることで、遠隔授業による情報

共有がより円滑になると考えられる。 

教科外Ｔ２については、一定の期間を同一の教師が担当するなど、継続的な視点か

ら学習評価をサポートする方法の検証が必要である。 

（3) おわりに 

本研究を行うにあたり、御協力いただいた川根高校の皆様、授業支援アプリの導入

や操作方法など多岐にわたり御指導いただいた伊豆総合高校の先生方や高校教育課

と教育政策課の皆様に感謝申し上げたい。 
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